









Cosmology in Timaios 
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地 球 （全天をつらぬく軸にて転ずる） i外国廻転 ） 
｜七の各々は廻転 ｜
｛「自 同J i七 i 3,9 ,27 f r内…「他」の動 ｛ j左へ……黄道I I I I （ベ「 ｜τ3,9,27 I 
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結合，かかるものをプラ トンは 「心的実体J （実在のこと）という。この三つのものが一つに
合して心はできている。推しつめてみると「自同」 と「他」とに帰するのを，プラ トンは三つ
あり という。これはどのように角卒されようカ＼ 。







「自同」 だけ，又は 「他」だけでは実在を成さない。具体的となるには，主観， 客観が合一せ
ねばならない。しかも，その合ーであるに拘わらず， 「自同」 （主観） 「他」 （客観）の趣が
はっきりとある。すなわち，意識が明白であるためには，主客合一しながら主客の働きが分明
でなければならない。l一 白同 主観 （自…ぬ）
多…………他…...・ H ・－…客観………… （他のものと対立あり）
ー即多……心的実体……主客合一…… （実在）
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この我れは造物主なり とは構造者， 建築者ということであり， 又一面， 汝等の父であるという






























知 覚（不安 ・もつれの根本因）六種運動 （上，下，左，右， 前，後）
（「自同jの動にした円ならば正
「白同jを妨げ 「他」を乱すならば不正





r 「白同jの動 l 
3.頭 ¥ ｝宇宙体の形で成る
l 「他」の動 ！ 
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